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第４６回大会

◆男子の部

全国高等学校ゴルフ選手権大会
文部科学大臣杯争奪　第46回個人の部

最終成績

日　時・平成14年8月10日・11日
コース・男子＝那須野ヶ原カントリークラブ（6933ヤード、パー72）

・女子＝東那須カントリークラブ（6390ヤード、パー72）

ï斉藤　　麗
（山　梨　駿台甲府②） 138（68・70）
ñ中島　　徹
（山　梨　駿台甲府③） 139（71・68）
ó佐藤　達也
（千　葉　千葉学芸③） 141（73・68）
ó澤田　健一
（北海道　尚志学園②） 141（72・69）
ó池田　勇太
（千　葉　千葉学芸②） 141（71・70）
ö真田　雅彦（埼　玉　埼 玉 栄①） 143（76・67）

ö藤島　征次（福　岡　柳　　川③） 143（69・74）

ú谷口　郁弥（兵　庫　クラーク記念国際③） 144（71・73）

ú橋爪　光彦（栃　木　佐野日大③） 144（70・74）

ú草瀬　大志（広　島　瀬 戸 内②） 144（69・75）

ü笠原　広規（岡　山　おかやま山陽②） 145（75・70）

ü丸山　　聖（千　葉　東京学館浦安③） 145（73・72）

ü恩田　脩平（高　知　明徳義塾②） 145（70・75）

ü吉田　佑基（岡　山　興 譲 館③） 145（70・75）

£後藤　拓磨（茨　城　水　　城③） 146（74・72）

£中西　雅樹（兵　庫　クラーク記念国際③） 146（73・73）

£高城　秀斗（埼　玉　埼 玉 栄③） 146（72・74）

£赤坂　一樹（北海道　恵 庭 南③） 146（68・78）

ß河合　俊輔（兵　庫　滝 川 二②） 147（76・71）

ß篠原　貴史（神奈川　横浜商大高②） 147（75・72）

ß内田　知宏（東　京　日大荏原③） 147（74・73）

ß香山　隼人（兵　庫　クラーク記念国際③） 147（73・74）

ß一宮　　健（高　知　明徳義塾③） 147（72・75）

◆女子の部

ï宮里　　藍
（宮　城　東　　北②） 143（70・73）
ñ宅島　美香
（岐　阜　美濃加茂①） 144（72・72）
ñ井芹美保子
（熊　本　東海大二②） 144（71・73）
ò山本　知佳（富　山　新　　川③） 145（74・71）
ô佐藤　里菜（東　京　立　　正②） 146（74・72）
ô諸見里しのぶ（岡　山　おかやま山陽①） 146（71・75）
õ馬場由美子（福　岡　久留米信愛女③） 147（77・70）
ú中村　香織（京　都　平安女学院①） 148（76・72）
ú田中美弥子（熊　本　東海大二②） 148（76・72）
ú和田委世子（宮　城　東　　北②） 148（74・74）
ú中村美沙子（高　知　明徳義塾②） 148（74・74）
ú佐伯　三貴（広　島　武　　田③） 148（74・74）
ú横峯さくら（高　知　明徳義塾②） 148（73・75）
ú土肥功留美（愛　知　中京女大付②） 148（73・75）

女子は、宮里藍（東北）が中学時代から史上初の４連覇を達成。男子は

斉藤麗（駿台甲府）が通算６アンダーの138で初優勝を成し遂げた。男女

ともに最終ホールでの決着だった。

前人未到の４連覇への道は平たんではなかった。最終18番、１アンダー

で先にホールアウトした宮里の前で、同スコアで並んでいた井芹美保子

（東海大二）が1.5メートルのパーパットを外しての辛勝だった。

「うれしいけど内容は納得できません」との言葉通り、楽勝ペースが自

らのミスで混戦を招いた。１つスコアを伸ばして２打差で迎えた６番、予

想外“ミス”が出た。左に曲げた第１打がＯＢ杭の横で止まる。スイング

の邪魔になるために、宮里はついＯＢ杭を抜いてしまう。だがＯＢ杭は規

則上動かすことはできず、２打罰でこのホールをダブルボギーとしてしま

った。「やってしまったことは仕方がない。いい勉強だと思って割り切り

ました」。これで崩れないところが宮里の強さ。８番、10番、13番でバー

ディーを奪い、再びリードを広げる。しかし、ヤマ場は終盤にも待ってい

た。２位の井芹に３打差をつけていた17番で第２打を池に入れダブルボギ

ー。井芹がバーディーを奪い、あっという間に貯金が消えた。

「あれでもう優勝は無理だと思いました。まだまだです」大会史上初の

快挙にも反省ばかりの宮里。それでも勝負をものにするあたりが、底力の

証に違いない。

男子は斉藤が最終ホールでの劇的バーディーで涙の初Ｖを果たした。最

終ホールを迎えた斉藤は、２組前をプレーしていた同じ駿台甲府の先輩・

中島徹が５アンダーの139でホールアウトしたことを知っていた。「絶対バ

ーディーがいる」そう自分に言い聞かせた18番パー５。２オンに成功した

ものの、20メートルのパットが２メートルも左にそれてしまう。外せばプ

レーオフ。「自分を信じて打った」バーディーパットがカップに沈み「め

ちゃくちゃうれしいです」と涙をにじませた。

初日は68で首位タイ発進。前年と同じ状況だった。しかし、前年は最終

日に80を叩き自滅。その苦い経験を生かし、鮮やかにリベンジを成し遂げ

た。


